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●
司
厨
員　

釜か
ま

田だ 

浩こ
う

暉き

3
年
間
、
水
産
庁
調
査
船・

取
締
船
で
勤
務
し
、2
0
2
2
年

4
月
に
練
習
船
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
。

練
習
船
に
は
、乗
組
員
だ
け

で
な
く
学
生
や
調
査
員
も
乗

船
す
る
の
で
給
食
数
が
多
く
、仕
事
は
大
変
で
す
。

洋
上
で
の
船
内
生
活
で
一
番
の
楽
し
み
は
食
事

だ
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
安
全
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
は
、忙
し
い
け
れ

ど
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
港
に
入
港
す
る
の
で
、普
段
の
生

活
で
は
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
土
地
に
上
陸

で
き
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、船
内
居
住

を
し
て
い
る
の
で
、家
賃・
光
熱
費
な
ど
が
節
約

で
き
ま
す
。

若
手
乗
組
員
よ
り

●
首
席
三
等
航
海
士　

髙た
か

久く 

皓こ
う

矢や

耕
洋
丸
は
、将
来
水
産
業
で
活
躍
す
る
学
生
た
ち

の
貴
重
な
経
験
の
場
。
実
習
を
行
う
中
で
、多
感
な
彼

ら
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、人
を
教
え
る・
育
て
る
こ

と
に
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

実
習
で
は
、は
え
縄
や
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
操
業

か
ら
、C
T
D
や
採
泥
、ノ
ル
パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
な
ど
の

観
測
ま
で
、幅
広
い
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

練
習
船
は
さ
ま
ざ
ま

な
海
域
や
港
を
航
海
し

ま
す
。
赤
道
付
近
か
ら

流
氷
海
域
ま
で
航
海
す

る
時
も
あ
り
ま
す
。
外

地
や
日
本
国
内
で
毎
年

異
な
る
港
に
入
港
す
る

こ
と
は
大
き
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。

●
機
関
員　

岡お
か

﨑ざ
き 

悠ゆ
う

真ま

航
海
中
は
、同
世
代
の
学
生

と
乗
船
す
る
機
会
が
多
く
、共

に
学
ん
で
い
ま
す
。船
内
の
生

活
環
境
は
、一
人
部
屋
で
自
分

の
趣
味
に
費
や
す
時
間
な
ど
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
快
適
で
す
。
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定係港：下関港（下関市）
総トン数：2,352トン
最大速力：18.4ノット
最大搭載人員：109名

主な搭載装備
トロール設備／観測用ウインチ／ラインホーラー／ 
超音波海底地形探査装置／CTDオクトパスシステム／ 
ADCP（超音波式多層流速計）／潮流計／サーモサリノグラフ／ 
波高計／採泥器／小型水深水温計／船内LANシステム



船
長
の
自
船
の
紹
介

●
船 

長　

冨ふ

賀か

見み 

清き
よ

彦ひ
こ

天
鷹
丸
は
、2
0
1
7
年
3
月

に
竣
工
し
ま
し
た
。
船
舶
の
運
航

や
機
関
操
作
の
実
習
、水
産・
海
洋

資
源
お
よ
び
海
洋
生
態
系
に
関
す

る
教
育・
調
査・
研
究
と
と
も
に
水
産
資
源
研
究
所
の
海

洋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

若
手
乗
組
員
よ
り

●
二
等
航
海
士　

芦あ
し

原は
ら 

裕ゆ
う

太た

調
査
に
関
す
る
安
全
か
つ
効
率
的
な
操
船
技
術
や

知
識
の
向
上
、学
生
に

対
す
る
指
導
方
法
の
模

索
な
ど
、調
査・練
習
船

の
航
海
士
と
し
て
の
能

力
向
上
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

●
三
等
機
関
士　

冨と
み

永な
が 

正し
ょ
う

太た

教
員
と
し
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
業
務
に

励
ん
で
い
ま
す
。成
長
し
て
い
く
学
生
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
。

生
活
の「
当
た
り
前
」を

維
持
し
、乗
組
員
の
日

常
生
活
が
円
滑
に
進
む

と
き
が
こ
の
仕
事
に
誇

り
を
感
じ
る
瞬
間
で
す
。

●
司
厨
員　

波は

多た

野の 

佑ゆ
う

紀き

初
め
は
す
ご
く
不
安
で
し
た
が
、半
年
ほ
ど
で
で
き
る

こ
と
も
増
え
仕
事
が
面
白
く
な
り
ま
し
た
。自
分
の
料
理

を
食
べ
た
乗
組
員
か
ら
お
い

し
か
っ
た
よ
と
声
を
か
け
て

も
ら
え
る
と
、と
て
も
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
私
自
身

さ
ら
な
る
成
長
の
た
め
、頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

仕
事
内
容
の
紹
介

●
一
等
航
海
士　

寺て
ら

島し
ま 

達た
つ

朗ろ
う

調
査
業
務
の
ほ
か
に
学
生
教
育
で
は
、航
海
士
を
志
す

学
生
た
ち
に
船
舶
の
運
航
、甲
板
作
業
を
指
導
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、学
科
の
乗
船
実
習
で
は
、広
く
水
産
に
つ
い

て
知
見
を
広
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
、ま
た
、海
や
船
、魚

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

●
機
関
部
専
任
教
員　

山や
ま

本も
と 

幸こ
う

典す
け

複
雑
な
故
障
の
場
合
、整
備
に
は
数
日
か
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、完
全
に
修
理
で
き
た
時
は
、ほ
か
で
は
味

わ
え
な
い
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、機
関
士
を
め
ざ
す
学
生
た
ち
と
一
緒
に
当
直
業

務
を
行
い
、実
務
状
態
に
近
い
形
で
指
導
し
て
い
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に
自
身
の
知
識
も
よ
り

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
進
を
育
成
す
る
こ
と
で
水
産
業
へ
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
、や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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漁
業
練
習
船

漁
業
練
習
船 

天天て
ん
て
ん

鷹鷹よ
う
よ
う

丸丸ま
る
ま
る 

～
調
査
と
人
材
育
成
を
叶
え
る
共
用
船
～

定係港：下関港（下関市）
総トン数：995トン
最大速力：13.6ノット
最大搭載人員：87名

ECA海域※、スエズ運河、パナマ運河を除き国際航海が可能
※ �環境保護の観点から、大気汚染物質の窒素酸化物や硫黄酸化物などの排出について

一般海域よりも厳しい規制が課せられている海域。現在は、バルト海海域、北海海域、
米国・カナダ沿岸200海里内の海域、米国カリブ海海域が指定



韓国

中国

日本

東シナ海

フィリピン海

日本海

具体的な意見としては「ホワイトカレーにサフランライス、ナンが出てきたときは驚いたし、印象に残っている」、「大西洋でまぐ
ろ調査時のベテラン操機長が作ったキハダとクロカジキの尾の身のしゃぶしゃぶ」、「もう20年近く前の話、船上で食べたチキンカ
レーは忘れられない。当時の甲板長が作るチキンカレーは、身がほろほろになるまでじっくり煮込んだ絶品、ほろっと肉が崩れる骨
付きチキンカレー。20年経っても忘れられない味です」、「第二昭南丸北海道沖調査で数人ずつ時間を区切って、お好みで握り寿司を
提供してくれた」などが挙げられました。
ほかにも、元旦飯（年越し航海限定飯）、外地入港したときに仕込んだ肉類（Tボーンやスペアリブ、ステーキなど）、だし巻（塩味）、

アンコウ汁、イカの塩辛、マスノスケのすし、Kさん（すでに定年退職）のカジキのソテー、Nさん（すでに定年退職）の鍋焼きうどん、
ハンバーグなど肉の塊がおいしかった、蒼鷹丸で食べたNさんのザンギ、水産庁照洋丸のクリームコロッケ、つけ麺、小田蒸し、
うな丼、夏の航海でシロップを持ち込んでのかき氷、スコッチエッグ、せんべい汁（引退した司厨長が八戸出身で、自費で南部せんべいを
買って作ってくれた）、国産の牛タン、魚の揚げびたし、味噌ラーメン、ハンバーガー、サガリステーキ、脂の乗ったサンマ（今はやせて
しまった）、キンメの煮魚、サメガレイの刺し身、などたくさんの思い出の味を教えていただきました。

5 いまは出てこない懐かしの忘れられない食事
「働く調査員は腹が減る！」アンケート、当機構の職員50人に聞きました

2022 年度の主な実習・調査海域

ズワイガニ、マダラなどの底魚
資源調査など水産資源研究所の
研究者を乗せた調査も実施

乗船実習兼まぐろ・	
かじき類の漁獲	
分布の研究

トロール実習

●
通
信
長　

篠し
の

宮み
や 

鉄て
っ

兵ぺ
い

学
生
に
対
し
第
一
級
海
上
特
殊
無

線
技
士
を
取
得
す
る
た
め
の
講
義
を

行
っ
て
い
ま
す
。
講
義
で
は
、今
ま

で
に
船
舶
の
通
信
業
務
を
通
し
て
経

験
し
て
き
た
事
柄
な
ど
を
話
す
こ
と

で
、学
生
が
将
来
船
舶
で
仕
事
を
す

る
時
に
少
し
で
も
参
考
に
な
る
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。
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調査船・練習船 ～調査船は海の最前線、練習船は人材育成～

※	桁網：�袋状の網の口に爪が付いたもので、これを船でひいて海底の土砂を掘り起こしエビや貝を獲ることができる

機関の実習

観測機器がつながれた
係留具の回収作業

桁網（けたあみ）※の実習

機関の学生指導
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2020年（令和2年）7月
研究開発部門の9研究所を
「水産資源研究所」と
「水産技術研究所」に再編
同年12月
改正漁業法が施行

2017年（平成29年）1月6日
「平成29年ほたて生産・販売関係者新年祝賀会」で、
水産研究・教育機構が積み重ねてきた
貝毒機器分析法の研究や規制対象毒成分の
毒性評価の研究などの成果に対し、
鈴木敏之水産物応用開発研究センター長（現 水産技術研究所環境・応用部門長）に感謝状を贈呈

2013年（平成25年）
水産総合研究センターの海洋観測活動
「Aライン（厚岸沖）観測定線における海洋観測」が
北太平洋海洋科学機構の
海洋モニタリング賞を受賞

2010年（平成22年）
水産総合研究センターは世界初の
「ウナギの完全養殖」に成功

2018年（平成30年）1月
TAC対象種に
クロマグロを追加
同年12月
漁業法の一部を
改正するなどの法律が公布

2016年（平成28年）4月1日
旧国立研究開発法人水産総合研究センターと
旧独立行政法人水産大学校が統合し、
国立研究開発法人水産研究・教育機構が発足

2015年（平成27年）
国立研究開発法人
水産総合研究センターに名称変更

2006年（平成18年）
水産総合研究センターは
独立行政法人さけ・ます資源管理センターと統合

2003年（平成15年）
水産総合研究センターは
認可法人海洋水産資源開発センターと
社団法人日本栽培漁業協会の
業務を継承

2001年（平成13年）4月1日
中央省庁改革により9つの水産庁研究所を統合して
独立行政法人水産総合研究センターとして設立
独立行政法人水産大学校として設置
独立行政法人さけ・ます資源管理センター設置

2019年（令和元年）
リチウムイオン電池を開発した
吉野彰氏、ジョン・グッドイナフ教授、
スタンリー・ウィッティンガム教授が
ノーベル化学賞を受賞

2014年（平成26年）
高効率青色発光ダイオードを
発明した 赤﨑勇教授、
天野浩教授、中村修二教授の
3氏がノーベル物理学賞を受賞

2012年（平成24年）
東京スカイツリー竣工
山中伸弥iPS細胞研究所長が
ノーベル生理学・医学賞を受賞

2019年
新型コロナウイルス感染症が
中国の武漢市で発見され
全世界に感染拡大

2014年
西アフリカ
エボラ出血熱流行

2007年
Appleは
初代iPhoneを
発表

2003年
アジアでSARS
（重症急性呼吸器症候群）
集団発生

2001年9月11日
アメリカ同時多発テロ

2011年（平成23年）
3月11日
東日本大震災発生

2010年（平成22年）
6月13日
2003年に打ち上げ
られた小惑星探査機
「はやぶさ」が7年ぶりに
帰還

2006年（平成18年）
京都大学の山中伸弥教授らは
世界で初めてiPS細胞の
作製に成功

2010年
Instagramが
AppleStoreで
リリース

　2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）4
月
1
日
、中
央
省
庁
改
革
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
9
つ
の
水
産
庁
研
究
所
を
統
合
し
て
独
立
行
政

法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
水
産
大
学
校
も
独
立
行
政
法
人
水
産
大
学
校
と
し
て
設
置

さ
れ
、水
産
庁
さ
け・ま
す
資
源
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、独
立
行
政
法
人
さ
け・ま
す
資
源
管
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　独
法
化
以
降
、さ
ら
に
組
織
が
統
合
さ
れ
、水
産
研
究・教
育
機
構
へ
と
移
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　当
機
構
は
、水
産
物
の
安
定
供
給
と
水
産
業
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
、水
産
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
と
人
材
育
成
を

推
進
し
、そ
の
成
果
を
最
大
化
し
社
会
へ
の
還
元
を
進
め
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

〈世界の動き〉

〈日本の動き〉

〈水産を取り巻く動き〉

水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
研
究 

〈
独
立
行
政
法
人
設
立
か
ら
〉

〜
研
究
開
発
と
人
材
育
成
〜

ト
ピ
ッ
ク
ス

第
４
回

水
産
研
究
125
周
年
記
念

独
立
行
政
法
人
設
立

海
洋
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
賞
を
受
賞

A
ラ
イ
ン
は
、当
機
構
が
海
洋
環
境

の
変
化
を
継
続
し
て
監
視
し
て
い
る

観
測
定
線
で
す
。長
年
の
観
測
結
果

が
、サ
ン
マ
、マ
イ
ワ
シ
、ス
ケ
ト
ウ

ダ
ラ
な
ど
の
水
産
資
源
の
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下痢性貝毒認証標準物質 Aラインの各観測点の場所 ウナギの完全養殖
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2020年（令和2年）7月
研究開発部門の9研究所を
「水産資源研究所」と
「水産技術研究所」に再編
同年12月
改正漁業法が施行

2017年（平成29年）1月6日
「平成29年ほたて生産・販売関係者新年祝賀会」で、
水産研究・教育機構が積み重ねてきた
貝毒機器分析法の研究や規制対象毒成分の
毒性評価の研究などの成果に対し、
鈴木敏之水産物応用開発研究センター長（現 水産技術研究所環境・応用部門長）に感謝状を贈呈

2013年（平成25年）
水産総合研究センターの海洋観測活動
「Aライン（厚岸沖）観測定線における海洋観測」が
北太平洋海洋科学機構の
海洋モニタリング賞を受賞

2010年（平成22年）
水産総合研究センターは世界初の
「ウナギの完全養殖」に成功

2018年（平成30年）1月
TAC対象種に
クロマグロを追加
同年12月
漁業法の一部を
改正するなどの法律が公布

2016年（平成28年）4月1日
旧国立研究開発法人水産総合研究センターと
旧独立行政法人水産大学校が統合し、
国立研究開発法人水産研究・教育機構が発足

2015年（平成27年）
国立研究開発法人
水産総合研究センターに名称変更

2006年（平成18年）
水産総合研究センターは
独立行政法人さけ・ます資源管理センターと統合

2003年（平成15年）
水産総合研究センターは
認可法人海洋水産資源開発センターと
社団法人日本栽培漁業協会の
業務を継承

2001年（平成13年）4月1日
中央省庁改革により9つの水産庁研究所を統合して
独立行政法人水産総合研究センターとして設立
独立行政法人水産大学校として設置
独立行政法人さけ・ます資源管理センター設置

2019年（令和元年）
リチウムイオン電池を開発した
吉野彰氏、ジョン・グッドイナフ教授、
スタンリー・ウィッティンガム教授が
ノーベル化学賞を受賞

2014年（平成26年）
高効率青色発光ダイオードを
発明した 赤﨑勇教授、
天野浩教授、中村修二教授の
3氏がノーベル物理学賞を受賞

2012年（平成24年）
東京スカイツリー竣工
山中伸弥iPS細胞研究所長が
ノーベル生理学・医学賞を受賞

2019年
新型コロナウイルス感染症が
中国の武漢市で発見され
全世界に感染拡大

2014年
西アフリカ
エボラ出血熱流行

2007年
Appleは
初代iPhoneを
発表

2003年
アジアでSARS
（重症急性呼吸器症候群）
集団発生

2001年9月11日
アメリカ同時多発テロ

2011年（平成23年）
3月11日
東日本大震災発生

2010年（平成22年）
6月13日
2003年に打ち上げ
られた小惑星探査機
「はやぶさ」が7年ぶりに
帰還

2006年（平成18年）
京都大学の山中伸弥教授らは
世界で初めてiPS細胞の
作製に成功

2010年
Instagramが
AppleStoreで
リリース
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S
調査船の特集をするにあたり、初めての乗船
経験につながった1997年1月2日のナホトカ
号重油流出事故を思い出しました。流出した
重油は島根県から石川県にかけての沿岸に

漂着し、その影響が心配されました。流出した重油の海洋
環境への影響について、日本にはほとんど情報がなく、多くの
国内の機関が参加する緊急調査が行われました。
私は、日本海区水産研究所のみずほ丸（現在は廃船）に
乗船し、海水サンプルの採水、植物プランクトン、動物プラ
ンクトンの採取を担当しました。大時化では調査ができない
ため、舞鶴湾に避難しましたが、揺れがものすごく寝付けな
かったことも思い出の一つです。また、調査を終えて作業着
から普段着へ着替えると、意外なほどに太ったことに気づかさ

れました。乗船中はとにかくおなかがすいて、3食はもちろ
ん、調査の合間のおやつや調査を終えてからの夜食も毎日欠
かさなかったことが原因でした。
入浴などの船内のルールを教えてもらい、昼夜にわたり続け

られる調査をサポートする乗組員のチームワークや調査地点から
調査地点への移動の間に試料の保存や調査の準備ができるよう
に船の速度が調整されていることなど、見るもの聞くものすべて
が新鮮でした。約1週間の乗船でしたが、普段では経験できない
貴重な時間を過ごすことができました。
また、本誌面を編集中の2月17日に、東シナ海の排他的経済
水域で調査中の陽光丸に対し中国海軍のヘリコプター1機の
接近がありました。彼らが国境の前線にいることがわかる
ニュースでした。 （角埜 彰）

編集
後記

執筆者一覧

特集 調査船・練習船 ～調査船は海の最前線、練習船は人材育成～
漁業調査船 北光丸 ～時化に強いよ! 北光丸!～･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････北光丸 船長　江野島 岳友 ほか
漁業調査船 若鷹丸 ～漁業調査船から水産海洋研究船に変貌～ ･････････････････････････････････････････････････････････ 若鷹丸 船長　増子 智志 ほか
漁業調査船 蒼鷹丸 ～ニホンウナギの仔魚の分布調査も実施～････････････････････････････････････････････････････････蒼鷹丸 船長　久保田 一郎 ほか
漁業調査船 俊鷹丸 ～はえ縄調査も出来るマルチ調査船～ ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 俊鷹丸 船長　佐々木 明 ほか
漁業調査船 こたか丸 ～繊細な調査が可能な小型船～ ･････････････････････････････････････････････････････････････････こたか丸 船長　髙橋 章太 ほか
漁業調査船 陽光丸 ～西の海の漁業調査船～････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 陽光丸 船長　昆　 秀志 ほか
漁業調査船 たか丸 ～水産技術研究所唯一の実験船～ ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････たか丸 船長　原　 　護 ほか
漁業練習船 耕洋丸 ～未来の海を愛し、海を拓く～ ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 耕洋丸 船長　古賀 淳司 ほか
漁業練習船 天鷹丸 ～調査と人材育成を叶える共用船～･･･････････････････････････････････････････････････････････････天鷹丸 船長　冨賀見 清彦 ほか
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小学生などを対象に年６回発行するさかなに関する広報誌です。

2023年1月に刊行した「FRANEWS」73号（黒潮大蛇行）
でアンケートをお願いしたところ、2月末までに60人の方々
から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。
その結果の要点を報告します。
黒潮大蛇行の各項目について、回答のあった方の4割以
上から分かりやすかったとの評価をいただきましたが、「難し
い言葉が多い」、「コリオリの力の詳しい説明が欲しいなど」
の意見もありました。また、「活字が大きくて読みやすい」、

「子ども向けの記事も欲しい」、「興味深い内容だった」など
の感想をいただきました。今後、「FRANEWS」で取り上げ
て欲しいこととして、「気候変動」、「不漁問題」、「陸上養殖」
などがありました。
読者の皆様からいただいたこれらの意見を参考に、関心
の高い研究開発の情報について、より分かりやすくまた、親
しみやすく伝えられるように努めていきます。
「FRANEWS」に限らず水産研究・教育機構へのご意見な
どありましたらお寄せください。
ご意見・ご感想をお寄せください。
メール：fra-pr@fra.go.jp　FAX：045-277-0015

アンケート結果

読者アンケートにご協力いただき
ありがとうございました。
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